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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 松本 知己 
論 文 題 目 証真の教説を中心とする天台教学の研究 
審査要旨 
本論文は、日本天台を代表する学匠の一人であり、中古の哲匠と称せられる宝地房証真（1130 頃～1210 頃）の
教学研究を企図するものである。証真の教学を解明することは重要課題としてしばしば語られるものの、主要著作
である三大部私記（『法華玄義私記』・『法華疏私記』・『止観私記』）についての先行研究も必ずしも多くはなく、全
体の訓読（書き下し文）も作成されていない。その研究が困難なのは、証真の業績が、それまでの仏教研究を渉猟
しての成果であることにも依る。松本氏の研究は、以下に示す目次のように、幾つかの重要課題を扱ったものであ
り、新たな分野を開拓している。 
序論 
第一部 教判論     第一章 証真の教判論―『法華経』に関する諸問題―  第二章 毒発不定について 
第二部 二乗作仏論  第三章 『法華経』における二乗作仏―授記の問題を中心に― 
               第四章 廻心向大と方便有余土  第五章 不定教における二乗作仏について 
第三部 断証と行位   第六章 証真の真如理解について  第七章 証真の教学における教証二道 
               第八章 証真の断惑論 
第四部 「三大部私記」と吉蔵の教学   第九章 証真の教学と『法華玄論』 
               第一〇章 『註仁王護国般若波羅蜜経』の受容について 
結論 
付篇  訳註『法華玄義私記』巻五本～末 
第一部は教判論であり、二章に分かれる。第一章では天台大師智顗（538～597）の『法華玄義』巻一・巻一〇に
説かれる記述と『法華経』との関わりに併せ、日本天台ならではの『法華経』と密教との一致、すなわち円密一致の
問題を検討している。第二章で扱われるのは不定教であり、やはり『法華玄義』巻一と巻一〇の説を論じ、そこでは
その差異に注目している。 
第二部は二乗作仏に関わる問題を三章に分けて論じている。声聞・縁覚という二乗が成仏するという理論は天台
教学の中心的主張でもあり、証真はそれまでの議論を踏まえ、独自の見識で教義を構築している。先ず第三章で
は、授記についての基礎的問題の解明を試みている。その中で、『法華論』に注目することで、証真の立場を分析
する。第四章は、声聞の廻心向大を取り上げ、天台で立てる四土の中、方便有余土との関わりを問題にする。この
方便有余土の解明は基本的かつ重要な課題であるが、従来あまり論じられていない。第五章では、不定教という教
判に注目して二乗作仏を検討している。特に顕露不定教における授記についての独特な主張に注目している。 
第三部では修行やその階梯を取り扱い、やはり三章に分かれている。第六章は真如論であり、日本天台の最澄・
円仁・安然等が強調した真如随縁の義が証真に繋がっている点と、証真による草木の発心成仏の否定のように、方
向性の異なる議論の整合性を検討している。第七章では、教道と証道という、従来、必ずしも十分に定義づけがな
されていない二道について、証真が如何に論じているか分析を行っている。第八章は断惑論である。仏教におい
て、断惑、すなわち煩悩を断ずるということは、根本教理であり、仏への階梯をも意味する。天台宗では見思、塵
沙、無明という三惑を立て、複雑な議論を展開するが、後世への影響をも念頭に置きつつ、証真の教説の特色を
探っている。 
第四部は三論宗の吉蔵に関わる二章で構成されている。第九章で扱われているのは、最近の研究で天台の『法
華文句』との関わりが問題にされている吉蔵撰『法華玄論』について、証真がどのような立場を取ったのかということ 
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である。そのことについて、本研究では、文献の精読により先行研究とは異なった観点を提示している。第十章で
は、吉蔵の『仁王般若経疏』と同内容の『註仁王護国般若波羅蜜経』が最澄撰述書として伝わっていることを、証真
がどのように受容したかということを検討し、証真が柔軟に依用していることを指摘する。 
結論は、まとめと今後の課題を示している。付篇は、第八章の断惑論の原資料の訳註である。 
天台三大部の研究は、唐代の湛然による本格的な註釈によって前進を見たのであり、証真もそれらを承けてい
る。しかも、証真はそれまでに蓄積された膨大な内外の業績を踏まえて著述をなしたのであり、全体的な研究は今
後の課題とせざるを得ないであろう。教理・教学の研究は時代が下れば下るほど末註が増加し複雑化するから、基
礎研究も含めての整理が要求されることは言うまでもない。加えて、それらを読者にできるだけ明快に伝える努力も
必要である。 
また、証真は天台教学を中心とした学者であり、密教の専門家ではないが、比叡山における密教の伝統を尊重
している。したがって、その教学は円密一致と言えるものであるとしても、天台教学が多様性を持っているのである
から、広い視野から、証真の天台教学の特色や位置づけを明示することも必要となってくる。証真の学問について
は、後の時代に批判も出される。しかし、その影響力は甚大であり、後世の受容にも配意しなければならない。 
以上のように、本研究は今後更に拡充させることで大いに進展する要素を持つものであるが、そういった必要性
を理解しての研究であり、新しく幾つかの重要かつ難解な問題点に取り組んだことの意義は大きいと言える。博士
（文学）を授与するのにふさわしい研究と評価できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公開審査会開催日 2010 年 6 月 23 日 
審査委員資格 所属機関名称・資格 博士学位名称 氏 名 
主任審査委員 早稲田大学文学学術院 教授 博士（文学）早稲田大学 大久保 良峻 
審査委員 早稲田大学文学学術院 教授 文学博士（早稲田大学） 小林 正美 
審査委員 早稲田大学文学学術院 教授 Dr.Phil（ハンブルク大学） 岩田 孝 
審査委員    
審査委員    
 
